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0．はじめに ～ 「まちづくりは誰のもの？」 ～ 

 「まちづくりは誰のもの？」 

そう聞かれたとき、あなたなら何と答えますか。「行政のもの」、「町内会のもの」、「地主のもの」、「商店街のもの」、
「ディベロッパーのもの」、そして、「みんなのもの」・・・。様々な答えが考えられます。 

 もしくは、「そもそも、まちづくりとは何ですか？」と、聞かれるかもしれません。 

「まちづくり」の“定義” （※0） 

①住民生活における「土地の共同」利用とその上に成り立つ共同生活条件の整備を目的として、生活の必要性
に基づいて地域問題を解決し、目指すべき土地像を達成していく取り組み 

②地域社会に存在する資源を基礎として、多様な主体が連携・協力して、身近な居住環境を漸進的に改善
し、まちの活力と魅力を高め、「生活の質の向上」を実現するための一連の持続的な活動 

③地域に住んでいる人たちが中心となって、当事者として、自分たちの住む地域にかかわる問題に関して行ってい
る活動 

④地域に居住する人々のある一定の規模のまとまった集団が、その地域を「わたしたちの共通の家」のようにみな
し、家の整理や掃除をするようにその環境に介入する 

⑤Urban Husbandry  ：  都市を育むこと 

 ここに挙げた以外にも、まちづくりにはたくさんの定義があります。どんな立場にいるのかで選ぶ定義も変わります。 

けれども、１つだけ言えるのは、まちづくりは特定の個人や団体のものでも、ぼんやりとした「誰か」のものでもないという
ことです。つまり、柏のまちづくりは、柏に関わる全ての人のものであるということです。 

 まちづくりという言葉と共に、都市計画、共同利用など難しい言葉を連想し、自分の手には負えないと思う人もいる
かもしれません。しかし、「柏のまち」は私たちの「もうひとつの家」です。どんな家に住みたいか考えたことのない人はい
ないでしょう。 

 私達の「もうひとつの家」について考えることから、まちづくりは始まります。今、ここから、共に柏のまちづくりを始めてい
きましょう。 

 
※0：出典  ①山﨑丈夫，「まちづくり政策論入門」 

②佐藤滋，日本建築学会編「まちづくりの方法」 
③・④西村幸夫，「まちづくり学」 
⑤Roberta Gratz，The Living City : How America’s Cities Are Being Revitalized by 

Thinking Small in a Big Way, Simon & Schuster 
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1．なぜ今、公民学連携によるまちづくりの提案をするのか 

柏駅周辺は、そごう柏店、髙島屋柏店などの大型商業施設の立地による集客力と 17 の商店街の集積により、
千葉県北西部、茨城県南部、埼玉県東部の広域商業拠点として形成されてきました。これまで、郊外型大型商
業施設の相次ぐ出店やリーマンショック等の危機もありましたが、商店会をはじめ、柏駅周辺イメージアップ推進協議
会、ストリート・ブレイカーズ、かしわインフォメーションセンター、柏駅周辺防犯推進協会などの各団体の努力により、
現在のところ広域商業拠点としては街を維持できている状況です。  

 しかしながら、少子高齢社会を迎え、全国的に人口減少が進んでいくことが確実視されています。首都圏に焦点
をあててみると、首都圏西側の+8.9％と比べ、柏が立地する常磐線沿線の人口減少は-18.4％（※1）と、より厳
しい状況を迎えることが予測されています。  

 また、街の機能更新の面から見ると、再開発が進む東京都心、横浜市と比べ、柏駅周辺では再開発から 40 年
間、街の更新がほとんど進んでいない状況です。  

 そのような中、2015年 3月に常磐線の東京駅乗り入れ、2016年 1月に沼南センター地区に約 11万 6千㎡
の郊外型 SC（※2）のオープンが予定されています。柏の商圏を支えている茨城県南部や柏から、機能更新が進ん
でいる東京や横浜に容易に出かけることが可能となり、人々の活動の中心が移動していくことが容易に予想できま
す。 「これまでと同じまちづくり」で、5年後、10年後も、柏は「選ばれる街」でいられるでしょうか。 

 これまでのまちづくりは行政と民間がそれぞれ進めてまいりました。めまぐるしいスピードで変化する時代の中、まちづ
くりには計画性とともに機動性も求められているように、私たちは感じています。 

「行政と民間がそれぞれの良さを持ち寄り、共に考え、共に進めていくまちづくり」。 

それが実践できれば、柏の中心市街地はより魅力的な街となり、選ばれ続ける街となるのではないでしょうか。 
そのために、公・民・学がゆるやかに連携できる独立組織を、街の皆さん、行政の皆さんと共に、柏の中心に作り上
げていきたいと思っています。 
 
※1：「東京都市圏における鉄道沿線の動向と東備伊勢崎線沿線地域の予測・分析」 

（東武伊勢崎線沿線まちづくり勉強会，2012） 

※2：国内最大規模の SCは、ららぽーと TOKYO-BAY25万 6000㎡やイオンレイクタウン（越谷）24万 5000㎡。  

    2018年 3月（区画整理完了時）には、46万㎡の新しい街が出来上がります。  

 
2015年 2月 6日  

「（仮称）柏市まちづくりセンター」準備委員会 

3 
 



 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

2．柏駅周辺を取り巻く現況 

柏駅周辺を取り巻く現況として、柏の商圏を支えてきた茨城県の人口減少による商圏人口の減少をは
じめ、郊外型ショッピングセンターの進出、常磐線の東京駅乗り入れによる、人の活動拠点の変化等が
考えられます。 

柏駅周辺を取り巻く現況に対処せず、何の手も打たなかったとしたら、柏駅周辺は深刻な危機を迎える
こととなります。 

3．柏駅周辺が迎える「危機」 

激化する地域間競争 

大型百貨店の撤退 

衰退する中心市街地 
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4．危機回避に必要なこととは 

私達が迎える「危機」を回避するためには、何が必要なのでしょうか。 
柏駅周辺では、これまでも多くのまちづくり活動が、行政、民間それぞれの手で行われてきました。 
しかし、私達が迎える「危機」はこれまでに経験したことのない大きなものです。計画的に、かつ機動性を持っ
たまちづくりを行っていくためには、柏駅周辺に関わる人々が 1 つのチームとなり、柏駅周辺のまちづくりに取り
組んでいくことが必要ではないかと私達は考えています。 

○都市計画マスタープラン 

○中心市街地活性化基本計画 

○都市再生に向けた中間支援組織の 

調査検討会議 

公  共 

○柏駅周辺イメージアップ推進協議会 

○ストリート・ブレイカーズ 

○かしわインフォメーションセンター 

○柏駅周辺まちづくり勉強会 

民  間 

＜これまでのまちづくり＞ 

公共 × 民間 × 大学 

＜これからのまちづくり＞ 

柏駅周辺が迎える危機 

課題 課題 課題 課題 課題 課題 
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私達は、「公共」・「民間」・「大学」がゆるやかに連携するまちづくり組織を、（仮称）柏市まちづくりセンター
とし、準備委員会を発足させ、検討を行ってきました。 

5．「（仮称）柏市まちづくりセンター」準備委員会での検討内容 

「（仮称）柏市まちづくりセンター」準備委員会において、柏駅周辺の課題に取り組むまちづくり組織について
検討を重ねてきました。そして、これからの柏駅周辺に必要なのは、行政主導のイメージが強い「まちづくりセン
ター」ではなく、様々な主体が参加するエリアマネジメント（※３）組織ではないかという結論に至りました。 

そこで、私達は 「柏エリアマネジメント協議会（仮称）」 という、まちづくり組織を提案いたします。 
 
※３：「地域における良好な環境や地域の価値を維持・向上させるための、住民・事業主・地権者等による 

主体的な取り組み」（国土交通省エリアマネジメント推進マニュアル） 

6．柏駅周辺におけるエリアマネジメントの必要性 
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7．柏エリアマネジメント協議会（仮称）とは 

これまで、それぞれ活動してきた行政、民間、学術機関が、「目指すべき方向性・街の将来像」を共有し、
柏が迎える危機を回避するため連携しながら活動していく。その共有・連携・情報発信を行っていく場が、
「柏エリアマネジメント協議会（仮称）」です。 

大学 

住民 

民間 
団体 

行政 
 

柏エリア 

マネジメント 

協議会（仮称） 

将来像の共有 

活動の連携 

情報の発信 

8．柏エリアマネジメント協議会（仮称）がもたらすもの 

街への想い、人材、資金などの資源が柏エリアマネジメント協議会（仮称）に集うことで、柏駅周辺に特化
したまちづくり事業を行うことが可能となり、より効果的に、よりスピーディーに課題を解決し、柏駅周辺の「価
値向上」を達成することが出来ると考えます。 

柏エリア 

マネジメント 

協議会（仮称） 

 

柏駅周辺に 

特化した 

事業・活動 

 

柏駅周辺の 

価値向上 

資源の集中 効果的な 

課題解決 
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9．「街の価値向上」による好循環を生むのが、柏エリアマネジメント協議会（仮称） 

柏駅周辺の価値が向上することにより、人や外部資本の流入が生まれ、住民・来街者が増加することが考
えられます。そして、通りが賑わうことで、商業力の向上や不動産価値が向上することも考えられます。さら
に、住民の増加や商業の活性化により、市民税や固定資産税が増えることが考えられます。その結果、柏
駅周辺のまちづくりへ投資できる資源がさらに増加し、住民へより上質な住空間を提供することも可能となり
ます。 
つまり、柏エリアマネジメント協議会（仮称）をきっかけに、資産価値の向上による好循環が柏駅周辺に生
まれると、私達は考えます。 

 

大学 

住民 

民間 
団体 

行政 

柏エリア 

マネジメント 

協議会（仮称） 

柏駅周辺の 

価値向上 

街への想い 

人材・資金 

柏駅周辺に 

特化した事業・活動 

人・外部資本の流入 

商業力の向上 

賑わいの増加 

市民税・固定資産税の増加 

上質な都市空間 
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資源の活用 

道路・広告 

収益 

資源の 

維持・向上 

まち・資源 

価値向上 

10．公民学連携によるまちづくりが可能にすること 

公民学が連携することで、「街の価値向上」の他にも期待できることがあります。 

１）行政計画への参画 

  都市再生整備計画への提案や、市街地開発事業の提案や実施 

２）都市再生推進法人を活用した事業の実施 

  都市再生推進法人を取得することで、柏駅周辺でのオープンカフェ事業、歩行者天国活用事業、広告
事業などを行うことが可能となります。それらの収益は柏駅周辺のまちづくり事業へ再投資し、柏駅周辺の
価値向上のための好循環を生み出します。 
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11．柏エリアマネジメント協議会（仮称）はどのような組織にすべきか 

柏エリアマネジメント協議会（仮称）は、柏駅周辺のまちづくりに関わる、公共、民間、大学等で構成され
る「会員組織」とすることを提案します。 
全ての会員が所属する「総会」を最高機関とし、会員による主体的な組織運営を行います。 

 

                                                                                                                                              
総会 役員会 

UDC２ 

運営会議 

組織運営 

～会員による組織運営～ 

事業実施 ： UDC２（仮称） 

相談役 

まちづくり憲章・ガイドライン部会 

調査・研究部会 

プロモーション部会 

柏エリアマネジメント協議会（仮称） 

また、既存のまちづくりの枠組みを超え、様々な主体が連携する新たなまちづくりを進めるアーバンデザインセ
ンター「UDC（※4）」ネットワークへ加わり、事業実施部門として「柏アーバンデザインセンター：UDC２（仮
称）」を設置することを提案します。 

柏の葉の UDCK に続き、柏駅周辺に UDC2（仮称）が誕生することにより、柏市には２つのアーバンデザ
インセンター「UDC」が存在することとなります。 
 
※4：「行政都市計画や市民まちづくりの枠組みを超え、地域に係る各主体が連携し、都市デザインの専門家 

が客観的立場から携わる新たな形のまちづくり組織や拠点」（柏の葉アーバンデザインセンターHP） 

10 
 



 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

12．柏エリアマネジメント協議会（仮称）の会員 

「まちづくりは全ての人のものである」ことを前提に、柏エリアマネジメント協議会（仮称）が、柏駅周辺の 
まちづくりに関わる全ての人に開かれた組織となり、より多くの人が柏駅周辺のまちづくりを「他人事」ではなく
「自分事」と思える契機となることを、私達は望んでいます。 

■地区会員  （ 年会費 ： １口１万円～ ） 

  柏駅周辺のまちづくり活動を推進・支援するもの。 

  原則として、柏駅周辺および周辺地区に所在する団体、もしくは個人。 

 

■特別会員 

  地区会員と共に、柏駅周辺のまちづくり活動を推進・支援するもの。 

  原則として、学術機関、行政機関、もしくは連携団体。 

13．さいごに 

「まちづくりは誰のもの？」と聞かれた時に、どれだけの人が「私のもの！」と答えられるでしょうか。 

私達は、柏駅周辺に関わる全ての人が 「まちづくりは私のもの」 と笑顔で答える日が来ることを目指し、 
公民学連携による新しいまちづくりを進めていきたいと考えています。 
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事務局：（一財）柏市まちづくり公社 

Mail ： info@kashiwa-machidukuri.or.jp 

Fax ： 04-7163-7878 

（お電話でのご意見提出は承っておりません） 

■ ■ ■ ■ ■ 発 行 ■ ■ ■ ■ ■ 

■ ■ ■ 問い合わせ・ご意見提出先 ■ ■ ■ 

「（仮称）柏市まちづくりセンター」準備委員会 
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